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研究計画概要 

 

粗暴犯は他の犯罪者に比べて，怒りのコントロールが脆弱である

と言われる。近年，矯正施設では，粗暴犯を対象とした改善指導と

して，認知行動療法プログラムやアンガーマネジメントを取り入れ

はじめている。 

本研究では，自らの感情に気付くことや語ることの困難さ，感情

を適切に認知することの困難さを包含している失感情症（アレキシ

サイミア）（Sifneos, 1973）という特徴に着目し，怒りのコント

ロールとの関連について，受刑者及び一般成人を対象に調査する。 

調査結果を基に，（１）自らの感情に気付くことや語ることの困

難さ，感情を適切に認知することの困難さ等の問題が怒りの表現や

コントロールに及ぼす影響について分析する。（２）粗暴犯と一般

成人に対する調査結果を比較し，特に粗暴犯において感情コントロ

ールを阻害する特徴を明らかにする。（３）現在行われている改善

指導の前後で，粗暴犯の特徴にどのような変化が生じるかを効果検

証する。 

以上により，粗暴犯において感情の適切な表現やコントロールを

阻害している特徴を明らかにし，現在の指導による効果と改善点に

ついて考察する。 

 

選考委員から

のコメント 

矯正施設において、粗暴犯に対する効果のある心理療法の実施

が求められている。本研究は、粗暴犯の感情体験の認知などの特性

に着目し、効果的なプログラムの開発を目指すものである。研究成

果に期待が持てる。 

 


